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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力増幅器に対して適応型イコライザを含む歪補償部による歪補償を行なう送信装置で
あって、
　前記適応型イコライザのデジタルフィルタに設定するフィルタ係数を記憶するフィルタ
係数記憶手段と、
　前記電力増幅器からのフィードバック信号に基づいて、前記フィルタ係数記憶手段から
フィルタ係数を適応的に選択して前記デジタルフィルタに設定するフィルタ係数設定手段
と、
　前記フィルタ係数設定手段が前記フィルタ係数の選択に用いる調整値を、送信周波数と
対応付けて記憶する調整値記憶手段と、
　当該の送信装置に新たに設定された送信周波数に対応する第１の調整値と、当該の送信
装置に前回設定された送信周波数に対応する第２の調整値とを前記調整値記憶手段から読
み出し、前記第１の調整値から第２の調整値を減算し、減算結果を前記フィルタ係数設定
手段がフィルタ係数の選択に現在用いている調整値に加算し、加算結果を前記フィルタ係
数の選択に用いる調整値の初期値に設定する初期値設定手段と
　を備えたことを特徴とする送信装置。
【請求項２】
　前記初期値設定手段は、当該の送信装置に設定された送信周波数に対応する調整値の近
似値を、前記調整値記憶手段によって記憶された情報を用いて算出することを特徴とする
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請求項１に記載の送信装置。
【請求項３】
　前記初期値設定手段は、第１の送信周波数と、前記第１の送信周波数に対応する第１の
近似用調整値と、第２の送信周波数と、前記第２の送信周波数に対応する第２の近似用調
整値を前記調整値記憶手段から読み出し、前記設定された送信周波数と前記第１の送信周
波数の差と、前記第２の近似用調整値と前記第１の近似用調整値の差との積を、前記第２
の送信周波数と前記第１の送信周波数との差で割った値に前記第１の近似用調整値を加え
、前記送信周波数に対応する調整値として算出することを特徴とする請求項２に記載の送
信装置。
【請求項４】
　前記調整値記憶手段は、前記送信周波数に対応付けられた調整値を、電力増幅器ごとに
それぞれ記憶することを特徴とする請求項１に記載の送信装置。
【請求項５】
　電力増幅器に対して歪補償を行なう歪補償部を備えた送信装置において、前記歪補償部
の一つである適応型イコライザのデジタルフィルタに設定されるフィルタ係数の選択に用
いられる調整値を測定する調整値測定方法であって、
　前記電力増幅器に対する前記歪補償を中断する歪補償中断工程と、
　当該の送信装置に複数の異なる送信周波数を設定する送信周波数設定工程と、
　前記送信周波数設定工程において設定された送信周波数ごとに、前記電力増幅器の出力
電力の変化量を前記調整値として算出する算出工程と
　を含んだことを特徴とする調整値測定方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電力増幅器に対して適応型イコライザを含む歪補償部による歪補償を行な
う送信装置および当該の送信装置において、歪補償部の一つである適応型イコライザのデ
ジタルフィルタに設定されるフィルタ係数の選択に用いられる調整値を測定する調整値測
定方法に関し、特に、各部の調整要素に対する調整を開始してから電力増幅器の歪補償を
最適にするまでの時間を短縮することが可能な送信装置および調整値測定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、移動通信システムにおける基地局などの送信装置では、送信信号を増幅する電力
増幅器の非線形特性に対して歪補償が行なわれる場合がある。歪補償を行なう処理部とし
ては、送信装置の送信信号発生部の出力（基準信号）と、電力増幅器からフィードバック
されるフィードバック信号を比較し、適応型歪補償アルゴリズムで歪補償を行なう適応型
歪補償部が知られている。また、この適応型歪補償部による歪補償の効果を損なわないよ
うに、アナログ回路の周波数特性を適応的に等価する適応型イコライザが知られている。
【０００３】
　適応型歪補償部や適応型イコライザにより歪補償を行なう場合には、送信装置は、基準
信号とフィードバック信号を比較するために、フィードバック信号のタイミングを調整す
る遅延調整や、送信信号の振幅偏差を補正するイコライザ調整などさまざまな調整を行な
う。
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２９８３６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、各調整要素は互いに関係しており、送信装置は、各調整要素に対する調
整を徐々に行い、両方の補正具合を確認しながら調整する必要があった。例えば、送信装
置は、一方の調整を行なった結果、他方の調整量を判定して他方の調整を行い、他方の調
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整を行った結果、一方の調整量を判定して再度一方の調整を行っていた。その結果、送信
装置において、各調整要素に対する調整が開始されてから電力増幅器の歪補償が最適にな
るまでに時間がかかるという問題があった。そこで、各調整要素に対する調整が開始され
てから電力増幅器の歪補償が最適になるまでの時間を短縮することが課題とされた。
【０００６】
　開示の技術は、上述した従来技術の課題を解決するためになされたものであり、各調整
要素に対する調整を開始してから電力増幅器の歪補償を最適にするまでの時間を短縮する
ことが可能な送信装置および当該の送信装置において、歪補償部の一つである適応型イコ
ライザのデジタルフィルタに設定されるフィルタ係数の選択に用いられる調整値を測定す
る調整値測定方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、この装置は、電力増幅器に対して適応型
イコライザを含む歪補償部による歪補償を行なう送信装置であって、前記適応型イコライ
ザのデジタルフィルタに設定するフィルタ係数を記憶するフィルタ係数記憶手段と、前記
電力増幅器からのフィードバック信号に基づいて、前記フィルタ係数記憶手段からフィル
タ係数を適応的に選択して前記デジタルフィルタに設定するフィルタ係数設定手段と、前
記フィルタ係数設定手段が前記フィルタ係数の選択に用いる調整値を、送信周波数と対応
付けて記憶する調整値記憶手段と、当該の送信装置に新たに設定された送信周波数に対応
する第１の調整値と、当該の送信装置に前回設定された送信周波数に対応する第２の調整
値とを前記調整値記憶手段から読み出し、前記第１の調整値から第２の調整値を減算し、
減算結果を前記フィルタ係数設定手段がフィルタ係数の選択に現在用いている調整値に加
算し、加算結果を前記調整値の初期値に設定する初期値設定手段とを備えたことを要件と
する。
【０００８】
　また、この方法は、電力増幅器に対して歪補償を行なう歪補償部を備えた送信装置にお
いて、前記歪補償部の一つである適応型イコライザのデジタルフィルタに設定されるフィ
ルタ係数の選択に用いられる調整値を測定する調整値測定方法であって、前記電力増幅器
に対する前記歪補償を中断する歪補償中断工程と、当該の送信装置に複数の異なる送信周
波数を設定する送信周波数設定工程と、前記送信周波数設定工程において設定された送信
周波数ごとに、前記電力増幅器の出力電力の変化量を前記調整値として算出する算出工程
とを含んだことを要件とする。
【発明の効果】
【０００９】
　これらの態様によれば、各調整要素に対する調整を開始してから電力増幅器の歪補償を
最適にするまでの時間を短縮することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、送信装置の概要を説明するための図である。
【図２】図２は、送信装置１０００の構成を示すブロック図である。
【図３】図３は、調整値選択テーブル１３１７の具体的な例を示す図である。
【図４】図４は、調整値の近似値の算出方法を説明するための図である。
【図５】図５は、適応型イコライザ１３０４の歪補償処理について説明するための図であ
る。
【図６】図６は、適応型イコライザ１３０４の歪補償処理について説明するための図であ
る。
【図７】図７は、初期値測定処理部１３１４による処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図８】図８は、初期値設定部１３１８による処理の流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
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【００１１】
　１０００　送信装置
　１１００　送信信号発生部
　１２００　送信周波数受付部
　１３００　送信増幅装置
　１３０１　適応型歪補償部
　１３０２　乗算器
　１３０３　適応型歪補償アルゴリズム処理部
　１３０４　適応型イコライザ
　１３０５　デジタルフィルタ
　１３０６　適応型等価処理部
　１３０７　フィルタ係数群記憶部
　１３０８　Ｄ／Ａ変換部
　１３０９　直交変調器
　１３１０　電力増幅器
　１３１１　直交検波器
　１３１２　Ａ／Ｄ変換部
　１３１３　送信周波数設定情報
　１３１４　初期値測定処理部
　１３１５　基準搬送波生成部
　１３１６　フィードバック電力検出部
　１３１７　調整値選択テーブル
　１３１８　初期値設定部
　１４００　方向性結合器
　１５００　アンテナ
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に添付図面を参照して、本発明に係る送信装置および当該の送信装置において、歪
補償部の一つである適応型イコライザのデジタルフィルタに設定されるフィルタ係数の選
択に用いられる調整値を測定する調整値測定方法の好適な実施の形態を詳細に説明する。
【実施例】
【００１３】
　まず、図１を用いて本実施例に係る送信装置の概要を説明する。図１に示すように、送
信装置１０００は、自装置で生成された送信信号を送信増幅装置１３００に入力し、送信
増幅装置１３００によって増幅した後、アンテナ１５００から無線信号として出力する。
【００１４】
　また、送信装置１０００は、増幅した送信信号をアンテナ１５００から無線信号として
出力するほか、送信増幅装置１３００にフィードバックする。このフィードバック信号に
より、送信増幅装置１３００は、電力増幅器１３１０の歪補償を行なう。具体的には、送
信増幅装置１３００は、適応型歪補償部１３０１と適応型イコライザ１３０４を備え、各
部により、それぞれ異なる歪補償を行う。送信増幅装置１３００は、適応型歪補償部１３
０１による歪補償では歪補償係数と呼ばれる係数を用い、適応型イコライザ１３０４によ
る歪補償ではフィルタ係数と呼ばれる係数を用いる。各部で行われる歪補償はそれぞれ影
響し合うので、送信増幅装置１３００は、フィルタ係数の調整を行なうと、一方の歪補償
係数の調整を行い、再度フィルタ係数の調整を行なうというように、それぞれの係数を少
しずつ調整していき、電力増幅器１３１０に対する歪補償を最適にする。
【００１５】
　しかし、従来の送信装置は、電力増幅器に対する歪補償を最適にしたとしても、送信条
件を変えて送信を再開する場合には、電力増幅器に対する歪補償が最適になるまで再度各
部の係数を調整する必要があるので、歪補償を再度最適にするまでに時間がかかっていた
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。そこで、本実施例に係る送信装置１０００は、送信条件に応じた最適なフィルタ係数を
選択するための調整値を送信条件ごとに予め求めておき、ある送信条件となった場合に、
フィルタ係数を選択する処理部に対してその送信条件に対応する調整値を初期値として与
える。こうすることによって、フィルタ係数の調整が最適なところから開始されるので、
送信装置１０００は、送信条件を変えて送信を再開する場合でも、各調整要素に対する調
整を開始してから電力増幅器の歪補償を最適にするまでの時間を短縮することができる。
【００１６】
　次に、図２を用いて、送信装置１０００の構成を説明する。図２は、送信装置１０００
の構成を示すブロック図である。図２に示すように、送信装置１０００は、送信信号発生
部１１００と、送信周波数受付部１２００と、送信増幅装置１３００と、方向性結合器１
４００と、アンテナ１５００とを備える。また、送信増幅装置１３００は、適応型歪補償
部１３０１と、乗算器１３０２と、適応型歪補償アルゴリズム処理部１３０３と、適応型
イコライザ１３０４と、デジタルフィルタ１３０５と、適応型等価処理部１３０６と、フ
ィルタ係数群記憶部１３０７と、Ｄ／Ａ変換部１３０８と、直交変調器１３０９と、電力
増幅器１３１０と、直交検波器１３１１と、Ａ／Ｄ変換部１３１２と、送信周波数設定情
報１３１３と、初期値測定処理部１３１４と、基準搬送波生成部１３１５と、フィードバ
ック電力検出部１３１６と、調整値選択テーブル１３１７と、初期値設定部１３１８とを
備える。
【００１７】
　送信信号発生部１１００は、デジタルデータ列を送信信号として出力する。送信周波数
受付部１２００は、送信装置１０００に対する送信条件の変更を受け付け、送信周波数の
設定に係る送信周波数情報を出力する。
【００１８】
　適応型歪補償部１３０１は、乗算器１３０２と、適応型歪補償アルゴリズム処理部１３
０３とを有する。乗算器１３０２は、送信信号発生部１１００からの送信信号に、適応型
歪補償アルゴリズム処理部１３０３から入力される歪補償係数を乗算した信号を出力する
。適応型歪補償アルゴリズム処理部１３０３は、送信信号発生部１１００からの送信信号
と、後述する電力増幅器１３１０からフィードバックされるフィードバック信号とに基づ
いて、電力増幅器１３１０の非線形特性を補償するための歪補償係数を適応アルゴリズム
で演算し、演算結果である歪補償係数を乗算器１３０２に出力する。
【００１９】
　適応型イコライザ１３０４は、デジタルフィルタ１３０５と、適応型等価処理部１３０
６と、フィルタ係数群記憶部１３０７とを有する。デジタルフィルタ１３０５は、乗算器
１３０２から出力された信号を入力され、入力信号に対して所定のフィルタ処理を行ない
、信号を出力する。適応型等価処理部１３０６は、後述する初期値設定部１３１８によっ
て設定された調整値を初期値とし、フィルタ係数群記憶部１３０７に記憶されているフィ
ルタ係数群の中から、設定された調整値に対応するフィルタ係数を選択し、デジタルフィ
ルタ１３０５に設定する。デジタルフィルタ１３０５にフィルタ係数を設定後、適応型等
価処理部１３０６は、電力増幅器１３１０からのフィードバック信号に基づいて帯域外輻
射電力を求め、帯域外輻射電力が最小となるように調整値を調整する。そして、適応型等
価処理部１３０６は、調整後の調整値に対応するフィルタ係数をフィルタ係数群記憶部１
３０７から選択し、再度デジタルフィルタ１３０５に設定する。
【００２０】
　Ｄ／Ａ変換部１３０８は、デジタルフィルタ１３０５からの出力信号をデジタル／アナ
ログ変換し、直交変調器１３０９へ出力する。直交変調器１３０９は、Ｄ／Ａ変換部１３
０８からの出力信号に対して、無線周波数を生成する基準搬送波生成部１３１５の出力を
乗算加算することにより直交変調を行い、電力増幅器１３１０へ出力する。
【００２１】
　電力増幅器１３１０は、直交変調された無線周波数信号を電力増幅して出力する。方向
性結合器１４００は、電力増幅器１３１０からの出力信号をアンテナ１５００へ出力する
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とともに、出力信号をフィードバックする。方向性結合器１４００によってフィードバッ
クされたフィードバック信号は、直交検波器１３１１を通り、Ａ／Ｄ変換部１３１２でデ
ジタル信号に変換され、適応型歪補償部１３０１や適応型イコライザ１３０４に入力され
る。
【００２２】
　調整値選択テーブル１３１７は、図３に示すように、調整値と送信周波数の組み合わせ
が登録されたテーブルである。調整値は、適応型イコライザ１３０４の適応型等価処理部
１３０６がフィルタ係数を決定するために用いる値である。送信周波数は、基準搬送波生
成部１３１５によって生成される搬送波の周波数である。なお、調整値選択テーブル１３
１７は、調整値と送信周波数の組み合わせが、それぞれ異なる電力増幅器ごとに登録され
たテーブルであってもよい。電力増幅器の出力電力の周波数特性は電力増幅器ごとに異な
る。したがって、一つの電力増幅器についてかかる組み合わせを登録したテーブルを記憶
する場合と比較して、そのようなテーブルを記憶する場合には、電力増幅器ごとに歪補償
に要する時間がばらつくのを防止することが可能となる。
【００２３】
　初期値設定部１３１８は、適応型イコライザ１３０４の適応型等価処理部１３０６に対
し、デジタルフィルタ１３０５のフィルタ係数を決定するための調整値の初期値を設定す
る。具体的には、初期値設定部１３１８は、送信周波数受付部１２００が受け付けた送信
周波数情報を取得すると、新たに設定された送信周波数に対応する調整値、および、前回
設定されていた送信周波数に対応する調整値それぞれを調整値選択テーブル１３１７から
検索して読み出す。対応する調整値が調整値選択テーブル１３１７にない場合には、初期
値設定部１３１８は、送信周波数に対応する調整値の近似値を求める。以下にその算出方
法を説明する。
【００２４】
　図４に示すように、曲線２０の点３１における接線４１の傾きと送信周波数の組み合わ
せが、図３に示した調整値選択テーブル１３１７の調整値「Ａ」と送信周波数「Ｈ１」の
組み合わせに対応し、曲線２０の点３２における接線４２の傾きと送信周波数の組み合わ
せが、図３に示した調整値選択テーブル１３１７の調整値「Ｂ」と送信周波数「Ｈ２」の
組み合わせに対応するものとする。
【００２５】
　初期値設定部１３１８は、送信周波数「Ｈ１」より大きく、送信周波数「Ｈ２」より小
さい送信周波数「Ｈｘ」に対応する調整値を調整値選択テーブル１３１７から検索する場
合、対応する調整値が調整値選択テーブル１３１７にないので、送信周波数「Ｈｘ」より
小さく、送信周波数「Ｈｘ」に最も近い送信周波数「Ｈ１」と、送信周波数「Ｈ１」に対
応する調整値「Ａ」と、送信周波数「Ｈｘ」より大きく、送信周波数「Ｈｘ」に最も近い
値である送信周波数「Ｈ２」と、送信周波数「Ｈ２」に対応する調整値「Ｂ」とを調整値
選択テーブル１３１７から読み出す。
【００２６】
　そして、初期値設定部１３１８は、以下の式１に基づいて送信周波数「Ｈｘ」に対応す
る調整値を算出する。算出された調整値は、図４に示す曲線２０の点３３における接線４
３の傾きの近似値となる。
【００２７】
【数１】

【００２８】
　このように、送信装置１０００の送信周波数が変更され、適応型等価処理部１３０６に
対する調整値の初期値設定を行う際、調整値選択テーブル１３１７にその送信周波数に対
応する調整値が登録されていない場合でも、初期値設定部１３１８は、対応する調整値の
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近似値を計算する。こうすることによって、調整値選択テーブル１３１７に登録する調整
値と送信周波数の組み合わせを減らすことができ、その分だけ初期値測定処理部１３１４
が調整値選択テーブル１３１７を作成する時間を短縮することが可能となる。
【００２９】
　そして、初期値設定部１３１８は、今回設定された送信周波数に対応する調整値から前
回設定されている送信周波数に対応する調整値を減算する。そして、初期値設定部１３１
８は、適応型等価処理部１３０６が現在フィルタ係数を決定するために用いている調整値
の収束値を適応型等価処理部１３０６から読み出し、減算結果に加算する。そして、初期
値設定部１３１８は、加算結果を適応型等価処理部１３０６に設定する。適応型等価処理
部１３０６から読み出した収束値は、現在の温度や経年変化の影響が反映された電力増幅
器１３１０に最適な調整値である。その調整値に対して、調整値選択テーブル１３１７か
ら読み出した、あるいは、計算した各調整値の差分を加えることによって、温度変化分、
経年変化分を含めた最適な調整値を初期値として設定することが可能となる。また、初期
値設定部１３１８による初期値設定により、適応型イコライザ１３０４の適応型等価処理
部１３０６が、フィルタ係数の調整を最適なところから開始するので、送信増幅器１００
は、送信条件を変えて送信を再開する場合でも、各調整要素に対する調整を開始してから
電力増幅器の歪補償を最適にするまでの時間を短縮することができる。
【００３０】
　以下では、送信増幅装置１３００において、調整値測定方法に関連する各部や情報につ
いて説明する。各部は、例えば、送信装置１０００の工場試験時に動作する。送信周波数
設定情報１３１３は、初期値測定処理部１３１４が、基準搬送波生成部１３１５に対して
値の異なる複数の周波数を設定するための制御情報である。
【００３１】
　初期値測定処理部１３１４は、適応型イコライザ１３０４の適応型等価処理部１３０６
がフィルタ係数を決定するために用いる値である調整値の周波数特性を測定し、調整値と
送信周波数の組み合わせを調整値選択テーブル１３１７に登録する。
【００３２】
　ここで、適応型イコライザ１３０４の歪補償処理について図５および図６を用いて説明
する。図５は、電力増幅器１３１０の出力電力の周波数特性を示す図である。図５の曲線
２０に示すように、電力増幅器１３１０の出力電力は、送信周波数ごとにその値が異なっ
ている。このような電力増幅器１３１０の出力電力の周波数特性に対して、適応型イコラ
イザ１３０４は、図６に示すように、例えば、送信帯域１０におけるどの送信周波数でも
出力電力が同値となるように、電力増幅器１３１０の出力電力の周波数特性をフラットに
補正する。つまり、適応型イコライザ１３０４の適応型等価処理部１３０６は、図５にお
いて、曲線２０における点３０の接線４０の傾きに応じたフィルタ係数をフィルタ係数群
記憶部１３０７から選択し、デジタルフィルタ１３０５に設定する。
【００３３】
　初期値測定処理部１３１４は、予め、曲線２０におけるいくつかの点における接線の傾
きを調整値として求め、調整値と送信周波数の組み合わせを調整値選択テーブル１３１７
に登録する。具体的には、初期値測定処理部１３１４は、電力増幅器１３１０そのものの
特性を測定するため、乗算器１３０２に出力される歪補償係数やデジタルフィルタ１３０
５に設定されるフィルタ係数を初期化し、電力増幅器１３１０に対して歪補償が掛けられ
ていない状態にする。
【００３４】
　そして、初期値測定処理部１３１４は、送信周波数設定情報１３１３を読み込み、基準
搬送波生成部１３１５に対して所定の周波数で搬送波を出力するよう指示し、その後、所
定の周波数から微小な値だけずらした周波数で搬送波を出力するよう指示する。
【００３５】
　初期値測定処理部１３１４は、後述するフィードバック電力検出部１３１６から、所定
の周波数の搬送波に対する電力増幅器１３１０の出力電力の値と、所定の周波数から微小



(8) JP 5126364 B2 2013.1.23

10

20

30

40

50

な値だけずらした周波数の搬送波に対する電力増幅器１３１０の出力電力の値とを通知さ
れる。
【００３６】
　初期値測定処理部１３１４は、フィードバック電力検出部１３１６から通知された出力
電力の差分を、搬送波の周波数をずらした分の値で割ることにより、所定の送信周波数に
おける電力増幅器１３１０の出力電力の変化量を求める。
【００３７】
　初期値測定処理部１３１４は、送信周波数設定情報１３１３に基づいて、値が異なる他
の送信周波数における電力増幅器１３１０の出力電力の変化量についても同様に求める。
そして、初期値測定処理部１３１４は、求めた電力増幅器１３１０の出力電力の変化量を
調整値とし、送信周波数と組み合わせて調整値選択テーブル１３１７に登録する。なお、
初期値測定処理部１３１４が出力電力の変化量を算出する際の処理手順は、曲線２０にお
ける各点の接線の傾きが求められればどの順番であってもよい。
【００３８】
　フィードバック電力検出部１３１６は、電力増幅器１３１０からのフィードバック信号
に基づいて電力増幅器１３１０の出力電力を測定し、測定結果を初期値測定処理部１３１
４に通知する。
【００３９】
　次に、初期値測定処理部１３１４による処理の流れを図７のフローチャートを用いて説
明する。図７は、初期値測定処理部１３１４による処理の流れを示すフローチャートであ
る。なお、図７に示した処理フローは、工場試験において送信装置１０００の装置調整が
行なわれる際に実行される。
【００４０】
　まず、初期値測定処理部１３１４は、電力増幅器１３１０に対する歪補償が掛けられて
いない状態にするため、歪補償係数およびフィルタ係数を初期化し（ステップＳ１０１）
初期値測定処理部１３１４は、送信周波数設定情報１３１３を読み出す（ステップＳ１０
２）。
【００４１】
　そして、初期値測定処理部１３１４は、読み出した送信周波数設定情報１３１３に基づ
いて所定の周波数で搬送波を出力するように基準搬送波生成部１３１５に指示する（ステ
ップＳ１０３）。そして、初期値測定処理部１３１４は、所定の周波数から微小な値だけ
ずれた値の周波数で搬送波を出力するように基準搬送波生成部１３１５に指示する（ステ
ップＳ１０４）。
【００４２】
　そして、初期値測定処理部１３１４は、フィードバック電力検出部１３１６から電力増
幅器１３１０の出力電力の値を通知されるので、所定の送信周波数における電力増幅器１
３１０の出力電力の変化量を求める（ステップＳ１０５）。そして、初期値測定処理部１
３１４は、送信周波数設定情報１３１３に基づく全ての送信周波数における電力増幅器１
３１０の出力電力の変化量を求めると（ステップＳ１０６肯定）、出力電力の変化量を調
整値として、送信周波数と組み合わせて調整値選択テーブル１３１７に登録し（ステップ
Ｓ１０８）、処理を終了する。
【００４３】
　一方、送信周波数設定情報１３１３に基づく全ての送信周波数における電力増幅器１３
１０の出力電力の変化量を求めていない場合には（ステップＳ１０６否定）、初期値測定
処理部１３１４は、送信周波数設定情報１３１３に基づいて次の所定の周波数で搬送波を
出力するように基準搬送波生成部１３１５に指示し（ステップＳ１０７）、ステップＳ１
０４で示した処理に戻る。
【００４４】
　次に、初期値設定部１３１８による処理の流れを図８のフローチャートを用いて説明す
る。図８は、初期値設定部１３１８による処理の流れを示すフローチャートである。なお
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、図８に示した処理フローは、送信装置１０００に現在設定されている送信周波数とは異
なる送信周波数が設定されるたびに繰り返し実行される。
【００４５】
　まず、初期値設定部１３１８は、適応型等価処理部１３０６がフィルタ係数を決定する
ために用いる値である調整値の収束値を適応型等価処理部１３０６から読み出す（ステッ
プＳ２０１）。そして、初期値設定部１３１８は、今回設定された送信周波数に対応する
調整値を調整値選択テーブル１３１７から検索する（ステップＳ２０２）。検索の結果、
対応する調整値が調整値選択テーブル１３１７にある場合には（ステップＳ２０３肯定）
、初期値設定部１３１８は、調整値を読み出し、第１の調整値とする（ステップＳ２０５
）。一方、検索の結果、対応する調整値が調整値選択テーブル１３１７にない場合には（
ステップＳ２０３否定）、初期値設定部１３１８は、調整値の近似値を計算し、計算結果
を第１の調整値とする（ステップＳ２０４）。
【００４６】
　そして、初期値設定部１３１８は、前回設定された送信周波数に対応する調整値を調整
値選択テーブル１３１７から検索する（ステップＳ２０６）。検索の結果、対応する調整
値が調整値選択テーブル１３１７にある場合には（ステップＳ２０７肯定）、初期値設定
部１３１８は、調整値を読み出し、第２の調整値とする（ステップＳ２０９）。一方、検
索の結果、対応する調整値が調整値選択テーブル１３１７にない場合には（ステップＳ２
０７否定）、初期値設定部１３１８は、調整値の近似値を計算し、計算結果を第２の調整
値とする（ステップＳ２０８）。
【００４７】
　そして、初期値設定部１３１８は、第１の調整値から第２の調整値を減算し（ステップ
Ｓ２１０）、ステップＳ２０１において適応型等価処理部１３０６から読み出した収束値
に減算結果を加算する（ステップＳ２１１）。そして、初期値設定部１３１８は、加算結
果を適応型等価処理部１３０６の調整値の初期値に設定し（ステップＳ２１２）、処理を
終了する。
【００４８】
　上述してきたように、本実施例に係る送信装置１０００は、調整値と送信周波数の組み
合わせが登録された調整値選択テーブル１３１７を記憶する。そして、送信周波数が変更
された場合には、初期値設定部１３１８が、その送信周波数に対応する調整値を調整値選
択テーブル１３１７から読み出し、適応型等価処理部１３０６に対し、デジタルフィルタ
１０５のフィルタ係数を決定するための調整値の初期値として設定する。こうすることに
よって、デジタルフィルタ１３０５のフィルタ係数の調整が最適なところから開始される
ので、送信装置１０００は、送信条件を変えて送信を再開する場合でも、各調整を開始し
てから電力増幅器の歪補償を最適にするまでの時間を短縮することができる。
【００４９】
　また、適応型等価処理部１３０６から調整値の収束値を読み出し、その調整値に対して
、調整値選択テーブル１３１７から読み出した各調整値の差分を加えることによって、温
度変化分、経年変化分を含めた最適な調整値を初期値として設定することが可能となる。
【００５０】
　また、デジタルフィルタ１３０５のフィルタ係数の調整が最適なところから開始される
ことにより、フィルタ係数の調整が大きくずれることもない。その結果、フィルタ係数の
調整が他の調整要素の計算に悪影響を与え、最悪の場合に歪補償のフィードバック制御が
発散することを防ぐことが可能となる。
【００５１】
　また、送信装置１０００の送信周波数が変更され、適応型等価処理部１３０６に対する
調整値の初期値設定を行う際、調整値選択テーブル１３１７にその送信周波数に対応する
調整値が登録されていない場合でも、初期値設定部１３１８は、対応する調整値の近似値
を計算する。こうすることによって、調整値選択テーブル１３１７に登録する調整値と送
信周波数の組み合わせを減らすことができ、その分だけ初期値測定処理部１３１４が調整
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値選択テーブル１３１７を作成する時間を短縮することが可能となる。

【図１】 【図２】
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【図３】
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